
地域で育てよう 未来を拓く青少年！
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青少年委員

杉
並
区
放
課
後
等
居
場
所
事
業
者
と
の
交
流
会

令
和
４
年
９
月
２
日
（
金
）

杉
並
区
役
所
中
棟
６
階
第
４
会
議
室

　
放
課
後
等
居
場
所
事
業
と
は
、
こ
れ
ま
で
、
区
の

児
童
館
で
小
学
生
が
過
ご
し
て
き
た
居
場
所
機
能

を
、
小
学
校
内
に
継
承
し
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。

放
課
後
等
に
利
用
し
て
い
な
い
小
学
校
内
の
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
、
従
前
の
児
童
館
と
同
様
、
室
内
遊
び

や
外
遊
び
、
季
節
の
行
事
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
杉
並
区
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に
杉
並
和
泉
学
園

で
初
め
て
実
施
さ
れ
、
令
和
４
年
４
月
の
時
点
で
は
14

校
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の

運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
事
業
者
と
子
ど
も
・
子
育
て

プ
ラ
ザ
、
児
童
館
の
方
々
と
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
の
中
に
学
童
ク
ラ
ブ

と
放
課
後
等
居
場
所
が
あ
る
の
で
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
が
し
や
す
い
、
安
全
に
過
ご
せ
る
、
学
校
内
に
専

用
の
部
屋
が
あ
り
遊
び
道
具
な
ど
の
片
付
け
が
必
要

な
い
の
で
帰
り
の
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
遊
べ
る
、
近
く

の
事
業
者
同
士
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
有
し
て
い
て
道
具

の
貸
し
借
り
を
し
て
い
る
な
ど
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
居
場
所
事
業
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、
広
い
目
で

優
し
く
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
い
る
の
だ
な
と
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
地
域
の
方
々
の
認
知
度
は
低
い
の
で
、
ど

う
や
っ
て
知
っ
て
も
ら
う
か
が
課
題
だ
そ
う
で
す
。
コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
、
お
祭
り
な
ど
を
実
施
し
て
、

地
域
の
方
々
と
関
わ
り
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
の
交
流
会
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
居
心
地
の
い
い
居
場
所
が

増
え
て
い
く
よ
う
、
私
た
ち
青
少
年
委
員
も
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

　
　       

　（
椎
野 

玲
子
）

実
技
研
修
　

令
和
４
年
９
月
15
日
（
木
）
オ
ン
ラ
イ
ン

講
師
： 

イ
ー
ク
ル
ー
ル
株
式
会
社
　 

　
　
　
　
　
　
イ
ム
ソ
ネ
氏

演
題
：「
青
少
年
委
員
の
た
め
の
癒
し
の

　
　
　 

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　

　
　
　
　 

　
　
　   

〜 

自
分
理
解
と
相
手
理
解
〜 

」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
社
会
全
体
へ
の
影
響
は

大
き
く
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
誰
も
が
閉
塞
感
や
不
安
を

抱
え
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と

な
ら
、
心
か
ら
負
の
感
情
を
取

り
除
き
、
日
々
穏
や
か
に
生
活

し
た
い
も
の
で
す
。

　
今
回
の
研
修
で
は
講
師
の

イ
ム
ソ
ネ
さ
ん
か
ら
負
の
感
情

を
代
表
す
る
ア
ン
ガ
ー
即
ち
怒

り
へ
の
対
処
方
法
（
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
学
び
ま
し
た
。
怒
り
は
、
不
安
や

疲
れ
等
の
ス
ト
レ
ス
が
心
に
溜
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
イ

ラ
っ
と
す
る
出
来
事
が
投
じ
ら
れ
発
生
し
ま
す
。
こ
う

し
た
ス
ト
レ
ス
を
我
慢
す
る
の
で
は
な
く
、
減
ら
す
工

夫
が
大
事
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
た
と
え
怒
り
の
感
情
が
生
じ
て
も
衝
動
が
抑
え
ら

れ
る
よ
う
に
、「
こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
価
値
観
」が
独

り
よ
が
り
に
な
っ
て
い
な
い
か
、「
こ
う
し
て
欲
し
い

と
い
う
相
手
に
対
す
る
要
求
水
準
」が
高
す
ぎ
な
い
か
、

「
こ
う
な
り
た
い
と
い
う
願
望
」に
固
執
し
て
い
な
い
か

を
思
考
す
る
訓
練
が
重
要
で
す
。

　
頭
で
理
解
は
し
て
も
実
行
に
移
す
の
は
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
が
、「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
才
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
練
習
す
れ
ば
す
る
だ
け
上
手
に
な
り
ま

す
」
と
い
う
先
生
の
言
葉
を
信
じ
て
、
習
得
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
研
修
は
リ
モ
ー
ト
で
し
た
が
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

や
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
双
方
向
に
演
習
が
進
み
、

あ
っ
と
い
う
間
の
有
意
義
な
２
時
間
で
し
た
。

（
新
留 

敬
子
）

◆編集後記◆　広報紙発行にあたりご協力いただきました皆さま方、ありがとうございました。

　環状7号線の地下40m程の所に、神田川から妙正寺川
をつなげる全長4.5km・内径12.5ｍのトンネルがあるのを
ご存知ですか？自分の手先さえも見えない暗闇の中で、水
の匂いと静かな流れの音だけが聞こえます。この場所が都
市型水害時の要で、大雨の時には川から直接水を引き込み
満杯になるなど想像もつきません。そしてこの都市の最初
の治水を考えたのが徳川家康だなんて、感慨深いですね！

（土佐 愛）

令和4年10月13日（木）
環状七号線地下調節池見学　

      ブロック研修1

　晴天のもと、この2年コロナ禍という事もあり、縮小し
たり、中止を余儀なくされたりと思うように開催出来な
かった「すぎなみ舞祭」が帰ってきました。舞祭大会に24
チーム、オープンステージに17チームとたくさんのチー
ムが参加してくれました。内容も盛りだくさんで、大盛況
のうちに、「第13回すぎなみ舞祭」は終了しました。

（小林 朱実）

令和4年10月16日（日）
下高井戸おおぞら公園

      13回すぎなみ舞祭第

令和5年1月19日(木）
国立国会図書館
国際子ども図書館

      主研修自

　コロナ禍で中止されていたブロック研修、3年ぶりに開
催することができました。
　今回は杉並区内にある「神田川・環状7号線地下調節池」
を見学。近年の台風やゲリラ豪雨の際、この調節池がある
お陰で地域の浸水被害軽減に大きな効果を発揮している
そうです。地下にある内径12.5ｍの巨大トンネルは明かり
もなく、ひんやりとしていて恐怖すら感じる異空間でし
た。このような施設があることで安心・安全ではあります
が、一人ひとりの意識や備えの重要性を感じました。

（安部 音羽）

令和4年9月8日（木）
環状七号線地下調節池見学　

    ブロック研修2

　ブロック内の他校を知る活動として、「高円寺学園」を見
学しました。新しい施設は随所に新しいアイデアやネット
環境が盛り込まれ、遠くに見える富士山にも歓迎されてい
るようでした。
　この夏、仙台育英高校野球部・須江監督の「青春って、
すごく密なので～」は、心を打ちました。青春と言うには、
些か年齢的には？？？な3ブロックメンバーではあります
が、新しい教育ビジョンと共に、お互いの気持ちは「密」
に、青春しているような「しあわせ」感のある委員活動を
心掛けたいと思います。    　　　   　　　 　（宮内 康子）

令和4年12月7日（水）
高円寺学園見学

    ブロック研修3

　杉並区内の中学校24校、南相馬市より１チームが参加
しました。開会の挨拶は岸本区長です。一緒に走りたくな
る程、天候に恵まれて、ランニングシューズを持ってくれ
ば良かったと冒頭で話されていました。オープニングは井
荻中と中瀬中の吹奏楽部の“風になりたい”と“RPG”の演
奏です。とてもリズミカルで元気の出る演奏でした。アナ
ウンスは泉南中の演劇部。わかりやすくハキハキと、走っ
ている中学生の様子を実況してくれました。
　優勝は女子も男子も大宮中でした。2位を大きく引き離
しての1位です。喜びいっぱいに両手を挙げてゴールテー
プを切っていました。南相馬のチームも大健闘です。青少
年委員は、当日は会場の出入口の管理を担当しました。

（会田 洋子）

令和4年12月11 日（日）
都立和田堀公園陸上競技場
（済美山運動場）

      並区中学校
対抗駅伝大会2022
杉

　自主研修で国際子ども図書館を訪問し、多様な児童書に
触れて来ました。デジタル化が進み、読書もスマホやタブ
レットでできてしまう時代になりましたが、紙の本のぬく
もりはより深く子どもたちの胸に刻むものがあるのではな
いかと思います。この研修で読書活動が子どもに与えるい
い影響を再認識し、読書を通した地域活動の推進を心に決
めた委員もいたのではないでしょうか。読書の素晴らしさ
を再認識できた有意義な研修となりました。

（渡辺 春香）

C
E
O



杉並区教育委員会ホームページより：7月ブロック別定例会の様子

　青少年委員の定例的な会議は、コロナ禍でブロック（3つの地区）別に集まることが増えました。今年
度は新しい教育ビジョンについて理解を深め、委員一人ひとりが実践に活かす手がかりを得るために、
7月と10月の定例会でブロックの委員どうしで意見を交わしながら学び、共に考えてきました。　教育ビジョン策定の経過や社会的背景、どのような思いや考えが込め

られているかを、杉並区教育振興基本計画審議会（以下、審議会）で策
定に携わった方々からお話を伺いました。

　各中学校区地域で行っている地域教育連絡協議会（地教連：青少年委員が事務局を務めています）において
教育ビジョンをテーマにして学んだり話し合ったりしました。そのうちの４つの取組をご紹介します。

　最初にアイスブレイクとしてネイチャーゲームを行って
交流し、その後に社会教育主事の中曽根 聡さんを講師に
迎えて教育ビジョン2022の説明をしていただきました。
地域の大人として心がけること、また地教連とは？青少年
育成委員会との違いは？などについて、あらためて共有す
ることができました。　　　　　　　　　  （中尾 由加子）

令和4年7月11日（月）
杉並区教育ビジョン2022と
地教連について

大宮中学校区
令和4年10月28日（金）
「みんなのしあわせを創る
杉並の教育」

井荻中学校区 高井戸中学校区
令和5年1月31日（火）
教育ビジョン2022「みんなの
しあわせを創る杉並の教育」
西宮中学校・宮前図書館改築計画

西宮中学校区

　前半は中学生向けに、後半は地教連会員と一般参加者
向けに、審議会会長を務めた牧野 篤さんを講師に教育ビ
ジョンについての講演会を行いました。中学生には少し難
しい内容かな？と感じる大人が多い中、生徒からは「哲
学っぽかったけど人生について深く考え直した」「人として
の考え方や恋というものの説明が少し難しかったが、これ
からの自分にとってためになりそうな話だった」という感
想が多数出ており、中学生が教育ビジョンをもとに自分自
身の学びを考える良い機会になりました。          （芦 秋子）

　教育ビジョンについて、どなたにも分かり易く、杉並区
教育委員の久保田 福美さんにお話しいただきました。
NHKの朝ドラを交え、幸せを呼ぶ「○（わ）」は「ん」につな
がるとの話では、歴代タイトルをバックに熱く語られまし
た。「幸せ」という文字は「辛い」に似ているというところで
は、確かに！！と、納得でした。どんなに辛くとももう少し
頑張れば幸せになれるとのこと、一生懸命と思いやりの心
を根付かせ、幸せの花を咲かせたいと思いました。

（奥山 美奈子）

　講師に社会教育主事の中曽根 聡さんと学校整備課教育
施設計画推進担当係長の安川 卓弘さんを招いて開催しま
した。
　新しい教育ビジョンと校舎の改築は、日頃から子ども
たちと関わりの深い地域の方々にとって関心の高いテー
マです。
　子どもたちがワクワクする気持ちを大切にして寄り添う
大人でありたい、そのような思いを改めて共有する場にな
りました。　　　　　　　　　　　　　　　 （新留 敬子）

教育ビジョン２０２２教育ビジョン２０２２
まなび・つながり・その先へまなび・つながり・その先へ

　
約
10
年
ぶ
り
に
杉
並
区
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、「
み

ん
な
の
し
あ
わ
せ
を
創
る
杉
並
の
教
育
」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
大
き
く
影
響
す
る
教
育
は
社
会
に
と
っ
て

重
要
で
、
私
た
ち
大
人
に
と
っ
て
も
大
き
な
関
心
事
で
す
。
今
回

の
委
員
研
修
で
は
審
議
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
東
京
大
学
大
学
院

教
授
の
牧
野
篤
さ
ん
と
、
前
青
少
年
委
員
協
議
会
会
長
で
あ
り
審

議
会
委
員
だ
っ
た
増
田
由
巳
子
さ
ん
か
ら
、
そ
の
基
本
的
な
考
え

方
や
青
少
年
委
員
の
活
動
と
ど
う
結
び
つ
く
か
に
つ
い
て
の
講
義

を
受
け
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
先
行
き
を
見
通
せ
な
い
今
の
時
代
、
子
ど
も
た
ち
は
生
き
る

力
、
即
ち
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
大
人
も
「
人
生
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
悪
く
な
い

な
」
と
思
え
る
環
境
を
整
え
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
人
が

集
い
、
互
い
に
受
け
入
れ
合
う
地
域
の
中
で
の
体
験
活
動
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
A
A
R
循
環
「
楽
し
い
こ
と

が
や
っ
て
く
る
と
思
っ
て
わ
く
わ
く
す
る(A

nticipation)

↓

や
っ
て
み
る
（A

ction

）↓
振
り
返
り(Reflection)

↓
」
を

ど
う
取
り
入
れ
て
い
け
る
か
に
も
興
味
が
湧
き
ま
し

た
。

　
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
２
の
先
に
見
え
る
「
誰

も
が
社
会
の
創
り
手
と
し
て
共
に
生
き
る
社

会
」、
さ
ら
に
は
、「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
『
み
ん
な
が
創
る
ま
ち
』」
の
実
現
が

楽
し
み
に
な
っ
た
研
修
で
し
た
。
　
　   

　
　
　
　
　
　 

 

（
新
留 

敬
子
）

　
令
和
３
年
11
月
、「
杉
並
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
２
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
か
ら
概
ね
10
年
程
度
を
期
間
と
し
た
新
し
い
杉
並
区
教
育
振
興
基
本

計
画
で
す
。
大
切
に
し
た
い
教
育
と
し
て
「
み
ん
な
の
し
あ
わ

せ
を
創
る
杉
並
の
教
育
」
を
掲
げ
た
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
杉
並

の
教
育
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
青
少
年
委
員
も
教
育
の
当
事
者
と
し
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
の
方
々
や
子
ど
も
た
ち
と
も
一
緒
に

考
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

増田さん

杉並区教育委員会

杉 並 区 教 育 ビジョン２０２２
みんなのしあわせを創る杉並の教育

教育委員会のホームページでは、青少年委員の活動をはじめ、杉並区の教育
活動を深く知ることができます。こちらの二次元コードからどうぞ。

令和4年12月12日（月）
「みんなのしあわせを創る教育」
～地域・家庭・学校の協働の

取り組みを通して～

牧野さん

青少年委員どうしで学ぶ
ブロック別定例会

令和4年7月14日（木）・10月20日（木）

教育ビジョンの策定に
携わった方々と学ぶ
青少年委員「委員研修」

地域の方々や子どもたちと学ぶ  地域教育連絡協議会の取組から

令和４年11月10日（木） 杉並区役所第4会議室



杉並区教育委員会ホームページより：7月ブロック別定例会の様子

　青少年委員の定例的な会議は、コロナ禍でブロック（3つの地区）別に集まることが増えました。今年
度は新しい教育ビジョンについて理解を深め、委員一人ひとりが実践に活かす手がかりを得るために、
7月と10月の定例会でブロックの委員どうしで意見を交わしながら学び、共に考えてきました。　教育ビジョン策定の経過や社会的背景、どのような思いや考えが込め

られているかを、杉並区教育振興基本計画審議会（以下、審議会）で策
定に携わった方々からお話を伺いました。

　各中学校区地域で行っている地域教育連絡協議会（地教連：青少年委員が事務局を務めています）において
教育ビジョンをテーマにして学んだり話し合ったりしました。そのうちの４つの取組をご紹介します。

　最初にアイスブレイクとしてネイチャーゲームを行って
交流し、その後に社会教育主事の中曽根 聡さんを講師に
迎えて教育ビジョン2022の説明をしていただきました。
地域の大人として心がけること、また地教連とは？青少年
育成委員会との違いは？などについて、あらためて共有す
ることができました。　　　　　　　　　  （中尾 由加子）

令和4年7月11日（月）
杉並区教育ビジョン2022と
地教連について

大宮中学校区
令和4年10月28日（金）
「みんなのしあわせを創る
杉並の教育」

井荻中学校区 高井戸中学校区
令和5年1月31日（火）
教育ビジョン2022「みんなの
しあわせを創る杉並の教育」
西宮中学校・宮前図書館改築計画

西宮中学校区

　前半は中学生向けに、後半は地教連会員と一般参加者
向けに、審議会会長を務めた牧野 篤さんを講師に教育ビ
ジョンについての講演会を行いました。中学生には少し難
しい内容かな？と感じる大人が多い中、生徒からは「哲
学っぽかったけど人生について深く考え直した」「人として
の考え方や恋というものの説明が少し難しかったが、これ
からの自分にとってためになりそうな話だった」という感
想が多数出ており、中学生が教育ビジョンをもとに自分自
身の学びを考える良い機会になりました。          （芦 秋子）

　教育ビジョンについて、どなたにも分かり易く、杉並区
教育委員の久保田 福美さんにお話しいただきました。
NHKの朝ドラを交え、幸せを呼ぶ「○（わ）」は「ん」につな
がるとの話では、歴代タイトルをバックに熱く語られまし
た。「幸せ」という文字は「辛い」に似ているというところで
は、確かに！！と、納得でした。どんなに辛くとももう少し
頑張れば幸せになれるとのこと、一生懸命と思いやりの心
を根付かせ、幸せの花を咲かせたいと思いました。

（奥山 美奈子）

　講師に社会教育主事の中曽根 聡さんと学校整備課教育
施設計画推進担当係長の安川 卓弘さんを招いて開催しま
した。
　新しい教育ビジョンと校舎の改築は、日頃から子ども
たちと関わりの深い地域の方々にとって関心の高いテー
マです。
　子どもたちがワクワクする気持ちを大切にして寄り添う
大人でありたい、そのような思いを改めて共有する場にな
りました。　　　　　　　　　　　　　　　 （新留 敬子）

教育ビジョン２０２２教育ビジョン２０２２
まなび・つながり・その先へまなび・つながり・その先へ

　
約
10
年
ぶ
り
に
杉
並
区
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、「
み

ん
な
の
し
あ
わ
せ
を
創
る
杉
並
の
教
育
」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
大
き
く
影
響
す
る
教
育
は
社
会
に
と
っ
て

重
要
で
、
私
た
ち
大
人
に
と
っ
て
も
大
き
な
関
心
事
で
す
。
今
回

の
委
員
研
修
で
は
審
議
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
東
京
大
学
大
学
院

教
授
の
牧
野
篤
さ
ん
と
、
前
青
少
年
委
員
協
議
会
会
長
で
あ
り
審

議
会
委
員
だ
っ
た
増
田
由
巳
子
さ
ん
か
ら
、
そ
の
基
本
的
な
考
え

方
や
青
少
年
委
員
の
活
動
と
ど
う
結
び
つ
く
か
に
つ
い
て
の
講
義

を
受
け
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
先
行
き
を
見
通
せ
な
い
今
の
時
代
、
子
ど
も
た
ち
は
生
き
る

力
、
即
ち
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
大
人
も
「
人
生
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
悪
く
な
い

な
」
と
思
え
る
環
境
を
整
え
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
人
が

集
い
、
互
い
に
受
け
入
れ
合
う
地
域
の
中
で
の
体
験
活
動
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
A
A
R
循
環
「
楽
し
い
こ
と

が
や
っ
て
く
る
と
思
っ
て
わ
く
わ
く
す
る(A

nticipation)

↓

や
っ
て
み
る
（A

ction

）↓
振
り
返
り(Reflection)
↓
」
を

ど
う
取
り
入
れ
て
い
け
る
か
に
も
興
味
が
湧
き
ま
し

た
。

　
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
２
の
先
に
見
え
る
「
誰

も
が
社
会
の
創
り
手
と
し
て
共
に
生
き
る
社

会
」、
さ
ら
に
は
、「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
『
み
ん
な
が
創
る
ま
ち
』」
の
実
現
が

楽
し
み
に
な
っ
た
研
修
で
し
た
。
　
　   

　
　
　
　
　
　 

 

（
新
留 

敬
子
）

　
令
和
３
年
11
月
、「
杉
並
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
２
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
か
ら
概
ね
10
年
程
度
を
期
間
と
し
た
新
し
い
杉
並
区
教
育
振
興
基
本

計
画
で
す
。
大
切
に
し
た
い
教
育
と
し
て
「
み
ん
な
の
し
あ
わ

せ
を
創
る
杉
並
の
教
育
」
を
掲
げ
た
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
杉
並

の
教
育
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
青
少
年
委
員
も
教
育
の
当
事
者
と
し
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
の
方
々
や
子
ど
も
た
ち
と
も
一
緒
に

考
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

増田さん

杉並区教育委員会

杉 並 区 教 育 ビジョン２０２２
みんなのしあわせを創る杉並の教育

教育委員会のホームページでは、青少年委員の活動をはじめ、杉並区の教育
活動を深く知ることができます。こちらの二次元コードからどうぞ。

令和4年12月12日（月）
「みんなのしあわせを創る教育」
～地域・家庭・学校の協働の

取り組みを通して～

牧野さん

青少年委員どうしで学ぶ
ブロック別定例会

令和4年7月14日（木）・10月20日（木）

教育ビジョンの策定に
携わった方々と学ぶ
青少年委員「委員研修」

地域の方々や子どもたちと学ぶ  地域教育連絡協議会の取組から

令和４年11月10日（木） 杉並区役所第4会議室



地域で育てよう 未来を拓く青少年！

だより
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青少年委員

杉
並
区
放
課
後
等
居
場
所
事
業
者
と
の
交
流
会

令
和
４
年
９
月
２
日
（
金
）

杉
並
区
役
所
中
棟
６
階
第
４
会
議
室

　
放
課
後
等
居
場
所
事
業
と
は
、
こ
れ
ま
で
、
区
の

児
童
館
で
小
学
生
が
過
ご
し
て
き
た
居
場
所
機
能

を
、
小
学
校
内
に
継
承
し
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。

放
課
後
等
に
利
用
し
て
い
な
い
小
学
校
内
の
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
、
従
前
の
児
童
館
と
同
様
、
室
内
遊
び

や
外
遊
び
、
季
節
の
行
事
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
杉
並
区
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に
杉
並
和
泉
学
園

で
初
め
て
実
施
さ
れ
、
令
和
４
年
４
月
の
時
点
で
は
14

校
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の

運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
事
業
者
と
子
ど
も
・
子
育
て

プ
ラ
ザ
、
児
童
館
の
方
々
と
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
の
中
に
学
童
ク
ラ
ブ

と
放
課
後
等
居
場
所
が
あ
る
の
で
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
が
し
や
す
い
、
安
全
に
過
ご
せ
る
、
学
校
内
に
専

用
の
部
屋
が
あ
り
遊
び
道
具
な
ど
の
片
付
け
が
必
要

な
い
の
で
帰
り
の
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
遊
べ
る
、
近
く

の
事
業
者
同
士
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
有
し
て
い
て
道
具

の
貸
し
借
り
を
し
て
い
る
な
ど
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
居
場
所
事
業
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、
広
い
目
で

優
し
く
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
い
る
の
だ
な
と
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
地
域
の
方
々
の
認
知
度
は
低
い
の
で
、
ど

う
や
っ
て
知
っ
て
も
ら
う
か
が
課
題
だ
そ
う
で
す
。
コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
、
お
祭
り
な
ど
を
実
施
し
て
、

地
域
の
方
々
と
関
わ
り
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
の
交
流
会
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
居
心
地
の
い
い
居
場
所
が

増
え
て
い
く
よ
う
、
私
た
ち
青
少
年
委
員
も
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

　
　       

　（
椎
野 

玲
子
）

実
技
研
修
　

令
和
４
年
９
月
15
日
（
木
）
オ
ン
ラ
イ
ン

講
師
： 

イ
ー
ク
ル
ー
ル
株
式
会
社
　 

　
　
　
　
　
　
イ
ム
ソ
ネ
氏

演
題
：「
青
少
年
委
員
の
た
め
の
癒
し
の

　
　
　 

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　

　
　
　
　 

　
　
　   

〜 

自
分
理
解
と
相
手
理
解
〜 

」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
社
会
全
体
へ
の
影
響
は

大
き
く
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
誰
も
が
閉
塞
感
や
不
安
を

抱
え
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と

な
ら
、
心
か
ら
負
の
感
情
を
取

り
除
き
、
日
々
穏
や
か
に
生
活

し
た
い
も
の
で
す
。

　
今
回
の
研
修
で
は
講
師
の

イ
ム
ソ
ネ
さ
ん
か
ら
負
の
感
情

を
代
表
す
る
ア
ン
ガ
ー
即
ち
怒

り
へ
の
対
処
方
法
（
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
学
び
ま
し
た
。
怒
り
は
、
不
安
や

疲
れ
等
の
ス
ト
レ
ス
が
心
に
溜
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
イ

ラ
っ
と
す
る
出
来
事
が
投
じ
ら
れ
発
生
し
ま
す
。
こ
う

し
た
ス
ト
レ
ス
を
我
慢
す
る
の
で
は
な
く
、
減
ら
す
工

夫
が
大
事
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
た
と
え
怒
り
の
感
情
が
生
じ
て
も
衝
動
が
抑
え
ら

れ
る
よ
う
に
、「
こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
価
値
観
」が
独

り
よ
が
り
に
な
っ
て
い
な
い
か
、「
こ
う
し
て
欲
し
い

と
い
う
相
手
に
対
す
る
要
求
水
準
」が
高
す
ぎ
な
い
か
、

「
こ
う
な
り
た
い
と
い
う
願
望
」に
固
執
し
て
い
な
い
か

を
思
考
す
る
訓
練
が
重
要
で
す
。

　
頭
で
理
解
は
し
て
も
実
行
に
移
す
の
は
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
が
、「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
才
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
練
習
す
れ
ば
す
る
だ
け
上
手
に
な
り
ま

す
」
と
い
う
先
生
の
言
葉
を
信
じ
て
、
習
得
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
研
修
は
リ
モ
ー
ト
で
し
た
が
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

や
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
双
方
向
に
演
習
が
進
み
、

あ
っ
と
い
う
間
の
有
意
義
な
２
時
間
で
し
た
。

（
新
留 

敬
子
）

◆編集後記◆　広報紙発行にあたりご協力いただきました皆さま方、ありがとうございました。

　環状7号線の地下40m程の所に、神田川から妙正寺川
をつなげる全長4.5km・内径12.5ｍのトンネルがあるのを
ご存知ですか？自分の手先さえも見えない暗闇の中で、水
の匂いと静かな流れの音だけが聞こえます。この場所が都
市型水害時の要で、大雨の時には川から直接水を引き込み
満杯になるなど想像もつきません。そしてこの都市の最初
の治水を考えたのが徳川家康だなんて、感慨深いですね！

（土佐 愛）

令和4年10月13日（木）
環状七号線地下調節池見学　

      ブロック研修1

　晴天のもと、この2年コロナ禍という事もあり、縮小し
たり、中止を余儀なくされたりと思うように開催出来な
かった「すぎなみ舞祭」が帰ってきました。舞祭大会に24
チーム、オープンステージに17チームとたくさんのチー
ムが参加してくれました。内容も盛りだくさんで、大盛況
のうちに、「第13回すぎなみ舞祭」は終了しました。

（小林 朱実）

令和4年10月16日（日）
下高井戸おおぞら公園

      13回すぎなみ舞祭第

令和5年1月19日(木）
国立国会図書館
国際子ども図書館

      主研修自

　コロナ禍で中止されていたブロック研修、3年ぶりに開
催することができました。
　今回は杉並区内にある「神田川・環状7号線地下調節池」
を見学。近年の台風やゲリラ豪雨の際、この調節池がある
お陰で地域の浸水被害軽減に大きな効果を発揮している
そうです。地下にある内径12.5ｍの巨大トンネルは明かり
もなく、ひんやりとしていて恐怖すら感じる異空間でし
た。このような施設があることで安心・安全ではあります
が、一人ひとりの意識や備えの重要性を感じました。

（安部 音羽）

令和4年9月8日（木）
環状七号線地下調節池見学　

    ブロック研修2

　ブロック内の他校を知る活動として、「高円寺学園」を見
学しました。新しい施設は随所に新しいアイデアやネット
環境が盛り込まれ、遠くに見える富士山にも歓迎されてい
るようでした。
　この夏、仙台育英高校野球部・須江監督の「青春って、
すごく密なので～」は、心を打ちました。青春と言うには、
些か年齢的には？？？な3ブロックメンバーではあります
が、新しい教育ビジョンと共に、お互いの気持ちは「密」
に、青春しているような「しあわせ」感のある委員活動を
心掛けたいと思います。    　　　   　　　 　（宮内 康子）

令和4年12月7日（水）
高円寺学園見学

    ブロック研修3

　杉並区内の中学校24校、南相馬市より１チームが参加
しました。開会の挨拶は岸本区長です。一緒に走りたくな
る程、天候に恵まれて、ランニングシューズを持ってくれ
ば良かったと冒頭で話されていました。オープニングは井
荻中と中瀬中の吹奏楽部の“風になりたい”と“RPG”の演
奏です。とてもリズミカルで元気の出る演奏でした。アナ
ウンスは泉南中の演劇部。わかりやすくハキハキと、走っ
ている中学生の様子を実況してくれました。
　優勝は女子も男子も大宮中でした。2位を大きく引き離
しての1位です。喜びいっぱいに両手を挙げてゴールテー
プを切っていました。南相馬のチームも大健闘です。青少
年委員は、当日は会場の出入口の管理を担当しました。

（会田 洋子）

令和4年12月11 日（日）
都立和田堀公園陸上競技場
（済美山運動場）

      並区中学校
対抗駅伝大会2022
杉

　自主研修で国際子ども図書館を訪問し、多様な児童書に
触れて来ました。デジタル化が進み、読書もスマホやタブ
レットでできてしまう時代になりましたが、紙の本のぬく
もりはより深く子どもたちの胸に刻むものがあるのではな
いかと思います。この研修で読書活動が子どもに与えるい
い影響を再認識し、読書を通した地域活動の推進を心に決
めた委員もいたのではないでしょうか。読書の素晴らしさ
を再認識できた有意義な研修となりました。

（渡辺 春香）
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